
№ テーマ（フリガナ）ラベルダシコウスウテイゲン

ラベル出し工数低減

会社・事業所名（フリガナ）ミツイヤコウギョウカブシキカイシャ 発表者名（フリガナ）イマムラ　アヤノ

三井屋工業株式会社 今村　彩乃

　　　　サ　ー　ク　ル　名　（ フリガナ ）

ＡＩチーム （ エーアイチーム ）

４８ 月

８名 内　・ 外・ 両方

歳（ 最高　　　歳、最低　　　歳 ） １～２ 回

 本テーマで　　　件目  社外発表　　　件目５件目　社外発表　２件目 ０．５ 時間

25 年　　　月　～　　　　年　　　月12 25 年 7 月 １２ 回

本社製造部 勤続 １６ 年

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

本テーマの活動期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

製品に貼る品番ラベルの準備を、全て毎日手作業で行っていました。

これらのラベルの準備に多くの時間を費やし、

手作業のため、品番間違えにヒヤリとすることも少なくありませんでした。

『この手作業をなんとか自動化して、もっとスムーズで確実な方法に変えたい』

そんな現場の切実な思いからスタートした、私達の改善活動を報告します。

私達が所属しているのは、補給品の出荷を担当する部署です。

『ＡＩチーム』というチームで活動しており、日々の困りごとをみんなで改善し、

働きやすい職場をつくるをモットーに、日頃から意見を出し合って改善に取り組んでいます。

■１．はじめ

■２．職場とサークル紹介

■３．テーマ選定

手作業による日々の工数と負担

手作業による出し間違えのリスク

手作業によるラベル出しを自動化し、

『工数を減らして間違えをしっかり防ぎたい』

という思いから、本テーマを活動課題に選定しました。
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－進化する補給・未来への挑戦－

２ ０ ２ ６ 年 １ ０ 月 １ ６ 日

三 井 屋 工 業 株 式 会 社
本 社 製 造 部 第 ２ グ ル ー プ

補給少量品 A I チーム

会社紹介
創業 1947年8月
設立 1948年2月
資本金 7,500万円（発行済株式総数 1,363,800株）
代表者 代表取締役社長 髙橋 直輝
従業員 203名（2024年3月末時点）
事業内容 自動車内外装品製造
売上高 100億4700万円（2023年度）
主要取引先 トヨタ自動車株式会社、

トヨタ紡織株式会社、
林テレンプ株式会社 他

職場紹介

１０８９品番

ラベルだしとは？

取り寄せ 検査 梱包 出荷

ラベル

明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

QCサークルの平均的な能力

前回(２４年度)の私達のチームのＱＣサークルレベルはＢゾーンと発表

しましたが、「 QCサークルフレッシュ＆チャレンジ大会 」に参加して、

QC７つ道具やQCのまとめ方が理解不足・勉強不足だなと感じました。

その為、今回チームレベルの見直しを行いました。

Ｘ軸 / ２．６点Ｙ軸 / ２．８点

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
と目標
の設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

-1

1

3

5

QCの基本的

な考え方と問

題解決のス…

QCサークル

活動の運営の

仕方

QC手法の使

い方と活動結

果のまと…

多技能の向

上・ローテー

ションなど

改善技能・改

善能力

X軸

-1

1

3

5

人間関係と

チームワーク

QCサークル

会合実施状況

上司スッタフ

関連部署との

連携

QCや仕事の

知識・技能を

向上させよ…

職場の５Sと

ルール遵守

Ｙ軸

５

４

３

２

１
１ ２ ３ ４ ５

私達の活動前のレベルはCゾーン(明るい職場づくり、知識、活動においても平均点)でした

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
と目標
の設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

メンバー紹介・役割分担 高 橋

サブリーダー・パワーポイント操作

今 村

リーダー・パワーポイント作成者・プレゼンター

相 庭

プレゼンター

古 川
アドバイザー

青 木
資料改定

田 中

毛 越

タイムキーパー

書記

会合回数

ひとこと

ムダ・ムラ・ムリのない職場にしていく

１２ 回 / 週１(３０分～４５分)

イサオ

撮影

出席

94%

欠席

6%

参加率

共通のテーマ
とりくみ
やすさ

データの　と
りやすさ

緊急度 重要度 課の方針

① 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 26

② △ △ △ △ △ ◎ 13 4

③ △ 〇 〇 ◎ ○ ○ 19 3

④ 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 20 2

⑤ ◎ △ △ ◎ 〇 △ 11 5

⑥ ◎ △ △ 〇 〇 △ 10 7

⑦ △ 〇 〇 〇 〇 △ 10 7

⑧ 〇 〇 △ 〇 〇 〇 11 5

問題の重みづけNo,

移動ラックを品番順にしたい

ラベル出しをなくしたい

補給の集荷をなくしたい

ライナーの汚れをなくしたい

第2工場は暑い

いろんな箇所で雨漏り

積んであるライナーが倒れる

冬はリベットとタッカーがつまる

◎…３点　/　〇…２点　/　△…１点

目標別評価点×1点 テーマ
順位

合計
効果
×２

目標別評価点×2点

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
選定

攻め所
と目標
の設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

品番多くて探しずらい

在庫管理も大変

評価の結果ラベル出し工数低減をテーマに決定

テーマ選定理由

判定結果

作業をより効率的・確実に行える仕組みに

改善することを目的とし、問題解決型ではなく、

理想の姿の実現を目指す活動であることから、

課題達成型QCストーリー

で取り組むことに決定しました。

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
選定

攻め所
と目標
の設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

※課題達成型とは、課題を明確にし、それを達成することをゴールに据えて、計画に行動し、結果を出すことに重点を置いた考え方・手法です。

課題達成型の手順の場合 問題解決型の手順の場合

①今までに経験したことのない
初めての仕事をやり遂げたい
(新規事業対応)

1 2
①従来からの仕事の中の問題を
解決したい

②現状レベルを大きく打破したい
(現状打破)

2 0 ②現状レベルを維持・向上させたい

③魅力的品質・魅力的レベルに
挑戦したい(魅力的品質の創造)

2 1
③当たり前品質・当たり前
レベルを確保したい

④予測される課題を先取りして
対処したい(新規業務への対応)

2 2
④発生している問題を再発防止
したい

⑤方策・アイデアの追及と実施で
ねらいが達成できそう

2 2
⑤問題の原因突明とその原因を
除去することで解決できそう

合計点A 9 7 合計点B

評価点

判定：合計点A＞合計点B→課題達成型の手順
　　　　合計点A＜合計点B→問題解決型の手順
　　　　合計点A=合計点B→いずれの手順を使っても良い

3段階評価：大＝２　中＝１　小＝０

QCストーリー適用判定表

①②③④
かんばん発行明細表を用意する１

ラベルをケースから取り出し、

ラベルを切り取る
２

出したラベルをチェック３

日付・出した枚数・残枚数 記入４

日付スタンプ

出したラベルすべてに、

納入日の日付を押す

ラベル入れ

同じ品番のかんばんケースに
QRコードに被らない位置に入れる

ラベル出しの後工程

約３００枚程のラベルを日付スタンプを押しケースに入れて準備しています

ラベル出し準備

実行 計画

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
目標の
設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

担当 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

テーマ選定 全員

攻め所と目標の設定 全員

方策の立案 全員

成功シナリオの追及 全員

成功シナリオの実施 全員

効果確認 全員

標準化と管理の定着 全員

反省と今後の課題 全員

活動計画

ゴミが出る

廃止品番ラベルを
ごっそり捨てる

もったいない

出荷量の並みが激しい

ちぎりにくい

ラベルが破れる

品番件数が多い

かんばんケースに入れるのも
探すのも大変

入荷したラベルを
しまうのが手間

新規の発注タイミングが難しい
在庫管理が大変

手作業でラベルを出す

類似品番が多い スペースがとられる

ラベルがありすぎて
出しずらい

ラベルを出す時、
机が狭くて書きづらい

ラベルの発注依頼の手間

発注業務の手間

時間がかかるラベルを重複して注文

発注ミス
ラベルを重複して注文

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
目標の
設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

環 境 人

製 品 場 所

ラ
ベ
ル
出
し
を
な
ぜ
な
く
し
た
い
の
か
？

出荷量の並みが激しい

ラベル入れ日付スタンプが手間

在庫管理が大変

出し間違え・入れ間違え
が起きる

1

2

3

4

5 10

9

8

7

6



メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
目標の
設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

類似品番の出し間違え 似ている品番があるから間違えやすい！

64720-20030-A1 64720-20030-C1

色違い

６５６３７－４８０８０ ６５６３８－４８０８０

RH・LH違い

出し間違いの発生 後工程への流出 ラベルの出し直し

ムダ

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
目標の
設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

項目 回数 エラー率

ラベル出しミス 月/２～３回 0.05%

発注ミス(転記・記入ミス) １年半に１回 0.60%

ラベル出しの１日の平均

１１２分

作業別時間と割合

発生するエラー率

ラベルを出す・探す

切り取り作業

品番確認

記録

攻め所

作業項目 作業時間 構成比(％)

必要枚数切り取り作業 50 42%

品番確認 30 25%

品番確認 20 17%

記録(出した枚数・残枚数・日付) 20 17%

項目 現状 あるべき姿(理想) 課題(ギャップ)

必要枚数切り取り作業 手でちぎって受入別に分ける 工数・破損リスクあり

品番確認 手書きでチェック 人が出すとミスが起きる

ラベルを探す/出す 業者印刷のシートを保管 即時性・柔軟性に欠ける

記録(出した枚数・残枚数・日付) 在庫を管理・発注 管理負担・発注漏れリスク

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
と目標
の設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

目標

いつまでに 何を・どうする

２０２５年３月末までに

・ ラベル出し作業を１００％削減

・ 誰でもミスなくすぐに出せる仕組みにする

・ 在庫管理や発注の手間をゼロに近づける

欲しい分をすぐ出せる

１枚単位で出す・切り取り不要

ラベル在庫ゼロ

チェック不要

課題とあるべき姿(ギャップ分析)

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
と目標
の設定

方策の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

特性 1次手段 2次手段 3次手段 対策基準

効果 実用性 ランク 9
評価

週１ミーティング × ○ 5

× ○ 5

▲ ○ 6

▲ ○ 6

▲ △ 5

在庫を減らす × △ 4

▲ △ 5

▲ △ 5

対策

対策

プリンターの導入 ◎ ○ 9

◎ ○ 9

ラ
ベ
ル
出
し
の
工
数
低
減
を
す
る
に
は

情報共有

サイクルタイムの設定

保管場所の集約

品番リストの改善

自動印刷

作業者のスキル・意識向上

作業環境の改善

水野さんへ依頼

要領書改定

コミュニケーションをよく取る

手作業を減らす

情報収集

品番・受入・数量リストの作成

レイアウト変更

作業訓練

5 4 3 2 1

◎ 〇 △ ▲ ✕方策の立案 系統図とマトリックス図

プリンター導入までの成功シナリオ

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
と目標
の設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

システム作成(水野さん)

再確認(水野さんに相談)

不具合つぶしこみ

レイアウト検討

予算内か確認

ラベル機を導入する

上司に相談

トヨタに確認

メーカーに確認

承諾を得る

承諾を得る

ラベル機を購入

ラベル機仕様確認

設置場所を確保・設置

手順書改定→発注マニュアル→運用開始

実施

事象

不
測
事
態

PDPC法

NG

項目 担当者 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

設置場所の確認 高橋･青木･古川 計画

今村･相庭 実績

関連機器の準備 高橋 計画

　ハンドスキャナー発注からセッティング 水野さん 実績

インフラ整備 高橋･青木･古川 計画

　配線・テーブル・ラベル、インクの在庫置き場＋ハブ追加 今村･相庭 実績

水野コンサルティング発注 高橋 計画

　ラベル発行システム作成依頼（改善依頼書発行）から注文書発行　システム作成 水野さん 実績

水野コンサルティング打合せ 水野さん 計画

平田主担当員　高橋 実績

4Dへ品名マスター登録 水野さん 計画

高橋 実績

機器の発注・納品確認 高橋 計画

　プリンタ(2台)※保守は1台分 実績

　ラベル(10巻)・インクリボン(3巻) 実績

NiceLabelソフト（XML用）ソフトの契約　※サブスク 高橋 計画

ランニング費用：￥75,000/年 実績

初期設定 サトー 計画

水野さん 実績

基本操作の確認 サトー 計画

水野さん 実績

テスト印刷/不具合修正 高橋･青木･古川 計画

今村･相庭 実績

問題点洗い出し 高橋･青木･古川 計画

今村･相庭 実績

作業手順書改定 青木 計画

実績

発注マニュアル改定 高橋 計画

実績

運用開始 高橋･青木･古川 計画

今村･相庭 実績

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
と目標
の設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

ラベル機導入計画

イイね！そうしよう！

メンバー
紹介

レベル
把握表

テーマ
の選定

攻め所
と目標
の設定

方針の
立案

成功シ
ナリオ
の追及

成功シ
ナリオ
の実施

効果の
確認

標準化
と管理
の定着

レベル
把握表

レイアウト検討・改善

検査作業の横にラベル機を置く為のレイアウトを見直しました。

１ ２ ３ ４現状の困りごと

・ラベル機の設置場所をどこに
すると、作業しやすいか？

レイアウト検討

・検査法をキャスター付きで
机の下にしまうのはどうかな？

・作業の邪魔にならず、
必要な時だけ引き出せるね！

・検査法が邪魔だね

ここに置きたいね

改善

・棚にキャスターを付け、
机の下の空いたスペース
を利用して検査法を移動

決定

ラベル機置場を確保

・下段を整理しインクリボンと
ラベルロール紙を置いた

４月から５月にかけてラベル機のトライを実施し、印刷チェック・バーコードチェックを行いました。

ラベル機トライ結果

１ トライ実施

印刷チェック

バーコードチェック

２ 問題発見

QTYの数字が誤印刷

QTYの数字が誤って印刷される

バーコードなしのNGラベルが発生

バーコードなし

３ 対策

QTYの設定を確認・修正

バーコードの設定を見直し

QTY修正手順書作成

４ 結果

正しいラベルが
出力できる状態に

なりました
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ラベル発行業務の改善報告(ラベル自動発行機導入)

導入前(BEFOR) 導入後(AFTER)

劇的改善！

ラベル出し 日付スタンプ ラベル入れ

従来の３ステップ
QRコード
スキャン

ラベルが出る 印字確認

改善後の３ステップ

・手作業による非効率

・出し間違え・入れ間違え

・ジャストインタイム化

・ミスの防止

・工数削減

日付も印字され、必要なラベルを 必要な時に ジャストインタイムで発行できるようになった

ラベル機導入による廃止・削減作業

廃止された日次業務

従来の合計作業時間

日次 １５３分 (約２．５時間/日)

廃止された日次業務

ラベル出し・スタンプ・入れ業務

０ 分/日

作業項目 作業時間 作業頻度

ラベル出し １２０分 毎日

日付スタンプ ５分 毎日

ラベル入れ ２８分 毎日

注文書に記入 発注

入荷(チェック) 入庫

在庫減によるラベルの都度発注 かんばん発注

作業項目 作業時間 作業頻度

ラベル発注依頼/発注 ５分/１５分１週間に１～２回

ラベル入庫 ５分/１５分１週間に１～２回

作業項目 作業時間 作業頻度

ラベルロール紙発注依頼/発注 ２分/１５分 ３カ月に１回

インクリボン発注依頼/発注 ２分/１５分 ３.５カ月に１回
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11

12

13

15

14

20

19

18

17

16



作業項目 作業時間 作業頻度

ラベル入れ ２分 毎日

作業項目 作業時間 交換頻度

ラベル交換 １分１８秒 １週間に１回

インクリボン交換 ２分 １カ月に１回
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ラベル機導入に伴う付帯作業の発生

一部工程の効率化と引き換えに、新たな運用工数が検査員の負担に…

ライナー以外のラベル入れ

検査完了後のラベルを後工程へ流す為のケース入れ作業

資材の交換・メンテナンス作業

ラベル機稼働に伴う定期的な消耗品のセット業務
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レベル
把握表

ラベル機導入によるスペース削減

手作業でラベルを準備

ラベル在庫・作業用机が必要

BEFOR 従来 改善

ラベル機導入しラベル在庫を破棄

AFTER

０．９㎡
空きスペース確保作業用机が不要

作業項目 改善前(分) 改善後(分)

ラベル出し 2200 0

日付スタンプ 100 0

ラベル入れ 560 40

ラベル入庫 60 0

ラベル発注依頼/発注 80 0

ラベルロール紙発注依頼/発注 0 5

インクリボン発注依頼/発注 0 5

ラベルロール紙交換 0 5

インクリボン交換 0 2

計 3000　(５0時間) 57
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約４９時間削減
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ラベル関連業務の１カ月の工数

目 標
作業項目 改善前 作業頻度 改善後 作業頻度

ラベル出し 112分 毎日 ０分

日付スタンプ ５分 毎日 ０分

ラベル入れ ２８分 毎日 ２分 毎日

ラベル入庫 １５分 週１～２ ０分

ラベル発注依頼/発注 ５分/１５分 週１～２ ０分

ラベルロール紙発注依頼/発注 ２分/１５分 ３カ月に１回

インクリボン発注依頼/発注 ２分/１５分 ３．５カ月に１回

ラベルロール紙交換 １分１８秒 １週間に１回

インクリボン交換 ２分 １カ月に１回

ラベル出し作業を１００％削減

達 成

在庫管理や発注の手間をゼロに近づける

誰でもミスなくすぐに出せる仕組みにする

達 成

達 成

目 標

目 標
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標準化と管理の定着

会社指定の保護具・作業道具を着用、準備すること

　　安全靴 　　静電手袋 　　　帽子 保護メガネ

1、生産指示書を見て 検査品を机に置き客先かんばんを外し右上に記載の受入と生産指示書の受入を見て

　　チェック 品番にチェックする
客先かんばんと生産指示書の受入を確認して
品番にチェックする

※類似品番があるので注意！

2、ラベルを出す 客先かんばんのQRを読んでラベルを出す ラベルの印字確認
※文字欠け・汚れNG

文字欠けがあった際は、再度かんばんを
読み、ラベルを出す

3、検査する 検査法を見て検査する

異常があった場合管理者に報告

4、ラベルを貼る ケースからかんばんを出してラベルを貼る ピンク色目印とラベルの端っこを
注意：長さの目安は見本が机に貼ってあるのでその長さにする 合わせて貼る

　　　　　

貼る位置が決まっているのでそのように貼る→作業ポイント参照 【貼る位置】
通常→右の平部分
貼れない場合→生産指示書の右欄に張る場所

　が記載されている

通常で貼れない時

通常

5、収容 アウター面（ボコボコしてる方）を下にして収容

作成

ー 杉本 青木

かんばん背番号

 作業要領書
目標工数（秒/枚） 承認

1/１ 2025/7/28　作成

品番 ー 品名 補給検査：ライナー
生産準備

作業手順 作業内容 工数（秒） 作業ポイント

【NG品】

標準化

作業手順を
わかりやすく記載

写真で作業方法を
具体化

誰でも同じ手順で
作業できる

初回運用開始時に全員へ
教育を実施

管理の定着

印字状態の良否を
判断できる基準を
作成

限度見本を作成し
判断基準を統一

班長により
定期確認を実施

定期確認で品質を維持
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明
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い
の
あ
る
職
場

QCサークルの平均的な能力

５

４

３

２

１

１ ２ ３ ４ ５
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3

5

QCの基本

的な考え方

と問題解…

QCサークル

活動の運営

の仕方

QC手法の

使い方と活

動結果の…

多技能の向

上・ローテー

ションなど

改善技能・改

善能力

Ｘ軸

-1

1

3

5

人間関係とチー

ムワーク

QCサークル会

合実施状況

上司スッタフ関

連部署との連携

QCや仕事の知

識・技能を向上

させようとい…

職場の５Sと

ルール遵守

Ｙ軸

Ｙ軸 / ３．２点 Ｘ軸 / ３．６点

Ｘ軸 / ２．６点Ｙ軸 / ２．８点 活動前

活動後

これまで問題解決型で活動を進めてきましたが、今回初めて

課題達成型のストーリーに取り組むことで、新しい視点を学び、

ＱＣ活動のレベルアップにつなげることができました。

私達の活動後のレベルはＢゾーン(明るい職場づくり、知識、活動においても良くやっている)でした
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反省と今後の課題

良かった点 今後の課題

『問題解決型』と、『課題達成型』のそれぞれのテーマ

に合わせて最適な進め方を学んだ為、

次回もQCストーリ適用判定表を使用し、

『もっと楽に、もっとよく』を目指して、

チーム全体のレベルアップできるようなQC活動に

取り組みたいと思います。

次回は『３０分』とういう制限時間をしっかり守るために、

事前に話し合う内容をみんなで共有してから

ミーティングを始める。

反省点

活動の振り返り

課題達成型の手法に初めて挑戦した為、

適切なQC７つ道具の使い方に戸惑い苦労し、

１回あたりのミーティングで決められた

『３０分』の制限時間を超えてしまった。

今まで時間をかけて行っていたラベル出し作業

をなくすことができ、『もっと早くやればよかった』

と思えるほど楽になりました。

また、メンバーで困り事を共有し、チームで改善を進めることで

ＱＣ活動の勧め方についても学ぶことができました。


